
       

 
 
 
ぼくは、タバコについて調べました。タバコによるがんや病気がたくさんあることが、わかりました。 
みなさんにタバコの害を伝えたいと思います。 
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タバコをすってい

ると体の中のいろい

ろなところが痛みを

感じたり、歯や爪や肺

そめたりして、体じゅ

うを苦しめます。 
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タバコを吸うと肺に、

黒いものができます。

なぜなるかというとけ

むりを、口からはいて

も残ったけむりが肺に

みっちゃくし、肺がん

になりやすくなりま

子供がタバコを吸うと体

に影響を与えて具合を悪

くします。 
たとえば 
・体重が増えない。 
・身長が伸びない。 
・走ると息切れがする。 
・胃が痛む。 
・咳こむ。 
などという症状です。 

喉頭がん 
タバコを吸ってタールになってから２０

年、３０年後にがんを起こします。喉頭

がんは、のどのがんです。 

      脳出血 

タバコを吸いつづけるとタバコのけむ

りにふくまれるニコチンや一酸化炭素

は、脳の血管壁を傷つけるため、動脈硬

化を起こしやすくさせ、脳出血を招く原

因となります。脳細胞は一度死ぬと二度

と再生しないため、脳出血により後遺症

が残る。死に至るなどが起こります。 

     口腔がん 

口の中は、タバコを吸いこむ直前の

ところなので、さまざまな害が現れ

ます。口内炎や舌にできるがん、声

帯にできるポリープ。最近では、歯

肉炎の原因にもなることが、明らか

になってきました。 

      胃がん 

タバコを吸いつづけていると胃の中に

出る血の量がふえていきます。血がへ

こんだところにたまっていきます。 

タバコを吸うとなりやすい病

ぼくは、かがやき学習でタバコの害について調べました。タバコでは、いろいろな病気

がたくさんありました。ぼくは、大人になってタバコを吸わないで健康にいたいと思い

ます。みなさんも、タバコ吸わないで健康な体でいてほしいと思います。 


